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L ー カルニチンの継続摂取および単回摂取がヒトのエネルギ ー代謝に及ぼ

論 文題目 
す影響
Chronic and acute effects of L-carnitine supplementation on human 
energy metabolism 

論文審査要旨(600~700文字）

Lー カルニチン(LC)は脂質代謝に関与するビタミン様物質で、アミノ酸から生合成され
る誘導体である。LCの摂取はメタボリックシンドロ ー ム(MS)の食事療法の一環として
位置づけられる。比較的多量摂取する場合の効果は知られているが、日本では一日 摂取
上限目安は1,000 mgとされている。本論文は、1,000 mgを超えない用量におけるLC摂
取効果に関する一連の研究をまとめたものである。LCを継続摂取する場合にはモチベー

ション（行動変容）を喚起した場合MSの観点から最も高い摂取効果が得られることが示
された。 また一夜絶食の後、LCを摂取した後に軽い有酸素運動を行うことで内因性脂肪
の利用促進を即効的に惹起できることがわかった。 この結果から、 生活習慣を改善しつ
つLCの単回的効果を積み重ねることによりMSリスクを改善し得る可能性が示唆され応
これらの結果を検証するには、 さらに大規模な試験が必要であるが、LCの摂取が MS の
予防に有効であることを示す重要な成果であると評価した。






